













センター（NOAA/NCDC）の北半球のWeekly積雪チャート（Armstrong and Brodzik, 2013）を用いると、秋期の積












目的とする。入力とする衛星データには、1978年 11月から 2000年 2月までは米国気象衛星 NOAAシリーズに搭
載されている AVHRRセンサの GAC（4㎞間引き放射輝度）データを、2000年 2月以降は米国地球観測衛星 Terra





覆期間は、1 月上旬から 12 月下旬まで半月単位で集計した積雪被覆日数割合を年毎に総計して求めた（以下、本
研究で作成したデータを JAXA 版と呼ぶ）。積雪域の検知精度の評価には、NOAA/NCDC が公開している Global 
Historical Climatology Network-Daily（GHCND）（Menne et al., 2012）データに格納されている地上計測された積雪
深（積雪深 2.5 ㎝以上を積雪有り、日最高気温 2.5℃以上を湿雪有りと判定）を用いた。また、冒頭に述べた
NOAA/ NCDC の北半球 Weekly 積雪チャート（以下 NOAA 版と呼ぶ）を用いて同様に積雪検知精度を評価し、
JAXA版の性能と比較した。 
GHCND の積雪深を用いて評価した結果、積雪域判定の正答率は JAXA 版、NOAA 版ともに 80%程度であった








様に短縮化が進んでいるわけではないことが見えてくる。図 1 は、北半球の積雪被覆期間の 30 年平均値および積
雪被覆期間、積雪消失日、積雪開始日の 30 年トレンドを示している。 北半球で最も短縮化が進行しているのは、
欧州からロシア西部にかけてのユーラシア大陸西部地域で、例えば、ウクライナ周辺では 30 年間で 40 日以上の



























Figure 1.  Spatial distribution of (a) 30-year averaged snow cover duration, (b) snow cover duration trend, (c) snow melt date trend, and (d) 
















Figure 2.  Year to year variations of snow cover durations at Kevo, Finland derived from satellite data (white bar) and in-situ snow depth 
(red solid line). Those of wet snow cover duration are also plotted as blue bars. 
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